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人口減少社会の進行や SDGs などの価値観の変化は、私
たちの生活にも影響を与えており、住環境や都市空間の
在り方を再考する時期に差し掛かっています。これらは、
持続可能性の観点からコンパクトな都市空間の必要性を
高め、また幅広い世代の混住や多種多様な人々や価値観
の混在にもつながります。これらに対応した住環境・都
市空間を形成することを目的に、私は主に下記のテーマ
で研究を進めています。①居住者の多様化、②地域間の
相互利用と相互扶助の可能性、③低密度化地域の発生パ
ターン、④コンパクトシティの核、⑤鉄道沿線と住宅地

都市計画・住宅地計画

低密度化・都市縮退・多様性混在に向けた
住環境と都市空間の形成
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•  海岸を形成する土砂は、ダイナミックに移動しています。その土砂の
移動機構への理解を深め、海岸侵食をはじめとする様々な問題を抱え
ている海岸を適切に管理し、持続可能なものとしたいと考えています。

• 河川から海域への土砂供給が行われる河口部の海浜変形メカニズムの
探求を行っています。

• 人の手が多く入った都市の環境財ともいえる人工海浜の海浜変形メカ
ニズムの探求を行っています。

• 台風来襲時の激しい波浪や洪水、それらに伴う地形変化についても定
点カメラ画像の解析や数値シミュレーションを通じて探求しています。

国土保全分野、ビーチ計画、港湾計画

海浜変形メカニズムの解明と
持続可能な海岸および海岸管理
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